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東京～広島～長崎

改憲発議に反対する署名を集めきって 憲法 9条を守ろう/

私たちの祈りと行動で、核兵器も戦争もなくそう/ 原子力発電所も軍事基地もなくそう/

☆フェイスプック「日本山妙法寺平和行進」をご覧ください

〒1500045東 京都渋谷区神泉町 87
日本山妙法寺    携 帯 090(850■46

2020平 和 行 進広島・長崎

被 爆 75周 年
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お
ご
り
、
た
か
ぶ
り
、
思
い
あ
が
り
が
、
戦
争
と
原
発
震
災
を
引
き
起
こ
し
、
地
球

環
境
の
破
壊
と
汚
染
を
深
刻
に
し
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、
さ
ら
に
世
界
中
に
飢
餓
と
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困
を
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、

人
間
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力
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さ
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。
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ち

一
人
ひ
と
り
の

一
歩

一
歩
の
歩
み
と
祈
り
で
、
我
が
心
の
思
い
あ
が
り
と

い
う
曇
り
を
払
い
除
け
、
人
の
生
命
を
尊
び
、
人
の
苦
悩
を
悲
し
む
慈
悲
の
心
を

起
こ
さ
じ
め
ま
し
ょ
う
／

島々長崎、”
繭断
｛７７″‐２５一Ｈ輌鰤
｛７７″‐３７和レン‰
（）「和疇～（７７″‐５９冑ルレ『
（）「

一畷
一
″

６ ‐５
「
拍
レ
吻

（ ）日
「
『

～
（８ ７

″
９ ２２
「

７
／
２８
）
↓
広
島

（７
／
２８
～
８
／
４
～
８

＊
東
京
～
広
島
平
和
行
進
は
、　
一
九
五
八
年
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症

へ
の
対
応

の
た
め
、
行
進
す
る
際
は
、
前

の
人
と
の
間
隔
を
あ
け
て

歩
き
ま
す
。

世界平和は人が人を殺さないという
ち、せつしょうかい

不 殺生戒の信受と実践によってつくられます

日
本
国
憲
法
　
戦
争

の
放
棄

第
九
条

［戦
争
放
棄
、
軍
備
不
保
持
、

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と

す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国

権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る

い
か
く

威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争

を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に

交
戦
権
否
認
］

こ
れ
を
放
棄
す
る
。

②
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海

空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持

し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認

め
な
い
。


